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徳島大学 国際センター／学務部国際課
徳島県徳島市南常三島町1-1　徳島大学地域創生・国際交流会館4階　088-656-7491　https://www.isc.tokushima-u.ac.jp/

渡日前入学許可制度

　国際センター・国際課が中心となり2015年度から開始した渡日前入学許可制度では、半年間の日本語予備教育を終えた一期生のベ
トナム人学生2名が2017年4月に理工学部と生物資源産業学部へそれぞれ入学しました。2017年9月末には二期生として新たに３
名のベトナム人学生が来日し、国際センターが実施する日本語等予備教育を約半年間受講し、2018年4月に理工学部（2名）・生物資
源産業学部（1名）にそれぞれ入学しました。また、三期生として、ベトナムからの学生3名がすでに試験に合格し、2018年9月末に
来日予定です。さらに、今年度より本制度に韓国も加わる予定です。

外国人留学生就職支援セミナー

　外国人留学生の日本企業就職への関心は年々高まっているものの、日本の就職活動の制度をよく知らないために、日本人学生に比べ
て後れを取ってしまうことがあります。そうした事態を防ぐために、「外国人留学生のための就職支援セミナー」を開催しています。
2017年度後期には12月5日・12日・19日、3月16日に計4回のセミナーを実施しました。

第 14 回徳島大学国際展開推進シンポジウム

　3月2日、第14回徳島大学国際展開推進シンポジウム「母国で振り返る私の徳島大学留学
時代」を開催しました。本シンポジウムは、地域の国際展開を推進するために、2004年度よ
り毎年開催しており、本学を卒業（修了）後に母国等で活躍している元留学生の方を招き、留
学当時の体験談や現在の活動状況について講演いただくとともに、留学生や日頃ご支援いただ
いている企業、地域の方々と意見交換を行うものです。
　当日は、中国、ポーランド、バングラデシュ、ベルギーからの4名の元留学生が、本学在学
中の思い出の写真とともに、当時の研究の様子や研究室でのエピソード、お世話になった方々
への謝辞とともに現在の仕事等の状況について講演を行い、学内外から約100名の参加者が

耳を傾けました。講演後のパネルディスカッションでは、当時の指導教員などから講演者の本学在学中の努力の様子が紹介されるとと
もに、講演者からそれが今の生活にどのように活かされているかなど、活発な意見交換が行われました。

新入留学生ガイダンス

　4月26日に常三島キャンパス、5月10日に蔵本キャンパスで新入外国人留学生を対象にガイ
ダンスを開催し、計36名が参加しました。
　新入留学生ガイダンスは、本学に入学した外国人留学生に対し、修学・生活に関する指導を行い、
留学生活の円滑化を図ることを目的として、年２回（前期及び後期）開催しているものです。
　ガイダンスでは、国際センター教員から、学生生活や日本での日常生活に関する注意事項につ
いて説明があったほか、徳島地域留学生交流推進協議会の関係機関からご寄付いただいた食料品
や日用品等を配付しました。 ガイダンスの様子

　2018年春休み期間中（2月中旬から4月初旬）、徳島大学の日本人学生計19
名がオークランド大学、クイーンズ大学、トリニティウェスタン大学、トレント大
学、オレゴン大学へ4週間～6週間の短期留学をしました。
　国際センターの2017年度夏休み・春休みの短期海外留学プログラムでは、計
43名の学生が海外協定校で語学研修を行いました。

トレント大学（カナダ） 総合科学部2年　正司 亜紀子

　今回、カナダのトレント大学に６週間語学留学に行った。その中で一番感じたことは、自分の英語能力の低さを痛感したこと
である。よく留学報告会でこのようなことを言っているのを耳にしていたが、自分は英語が得意だから大丈夫だと思い、自信を
持っていた。しかし、いざ行ってみると、ネイティヴの方の話すスピードについていけず、たくさん悔しい思いを経験した。日
本とは違い、語学に関して助けてくれる人がいなかったことも苦しかった。２週間ほど経つと、そのスピードにだんだん慣れて
きて、話の内容をつかめるようになってきた。すると、ホームステイ家族や、クラスメイトとの
会話も弾んできて、楽しめるようになった。
　大学の授業は、ディスカッションやプレゼン、エッセイなど、なかなか日本ではやる機会がな
いようなものばかりだったので、戸惑いもあったが、クラスメイトが優しく教えてくれたことも
あり、最後まで乗り切ることができた。
　そして何より感謝したいのは、ホームステイ家族である。忙しい時間を割いて、観光に連れて
行ってくれて、本当に楽しい時間を過ごせた。特に、トロントに連れて行ってくれて、CNタワー
に行ったことが思い出に残っている。
　苦しいことも、楽しいことも詰まった６週間。思い出として終わるのではなく、この留学で感
じたことをこれからの生活で生かしていきたい。特に、英語学習については、スピーキングやリ
スニングが課題だと分かったので、しっかり勉強したい。また、留学生と積極的に交流してたく
さん話をする機会も持ちたい。早速新学期から、実践してみようと思う。
　最後に、この留学にあたりお世話になったみなさん、本当にありがとうございました。

オークランド大学（ニュージーランド）　 理工学部2年　久保田 祥史

　今回私にとって初めての海外であり留学でしたが、とても充実した１か月になりました。
　特にオークランド大学での英語の授業はとても刺激を受けました。日本の英語の授業の形式とは大きく異なっていて、スピー
キングやコミュニケーション能力の向上を重視したグループ活動が中心で、自分が成長していることが手に取るように感じら
れました。また、現地の学生のほかに中国、韓国、サウジアラビアといった同じく英語を学びに来た留学生とともに授業を受け
ることによって、文化の違いが学べるとともに、母国が違っても英語を通じてコミュニケーションが取れることの素晴らしさを
身に染みて感じました。他国の留学生と友達となり、一緒に観光をして、スポーツをしたことは留学をしないと体験できない大
きな経験で、今でもSNSを通して情報を共有しています。
　またニュージーランドという国の魅力をとても感じた毎日でした。壮大な自然と
都市部に並び立つ高層ビル群が調和したオークランドの景色は言うまでもなく絶景
で、目に入るすべてが新鮮なものでした。休日にはオークランドのシンボルマーク
であるスカイタワーに登ったり、ワインが有名で美しいビーチが広がるワイヘキ島
に行ったり、硫黄臭が漂う温泉地のロトルアやタウポも観光しました。
　私が留学することを決意した理由は海外の生活を体験してみたいという漠然な
ものでしたが、現地の人々と英語を通じてふれあい、自分の視野を広げることで様々
なことに興味や関心がわきました。今回の留学での一番の収穫は、新しいことに恐
れず挑戦する勇気と実行力がついたことです。これからの目標は英語力を向上させ
て、留学という形ではなくとも海外に行き自分の経験値を増やすことはもちろんの
こと、何事にも興味を持ったことにチャレンジしていくことです。 本人左中列
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クイーンズ大学（カナダ）
トリニティウェスタン大学（カナダ）
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日本語研修コース

2017年度後期日本語研修コース(初級)修了式

　2017年度後期日本語研修コース修了式を2月8日（上級）・16日（初級）に行いました。
上級コース修了式ではベトナム人留学生3名が、初級コース修了式ではナイジェリア・中国・
モンゴル・マレーシア・マラウィからの留学生9名が修了スピーチを披露し、修了証書を受け
取りました。　
　日本語研修上級コースは、渡日前入学許可制度で学部入学する留学生を対象に、日本人学
生と一緒に日本語の授業を履修・単位取得ができるために必要な日本語能力を養うことを目的
とした半年間の集中コースです。
　日本語研修初級コースは、日本語をほとんど勉強したことのない学生を対象とした半年間の
集中コースです。受講学生は、受講生は専門の勉強をしながら、日常生活で使える日本語を身
につけるため、毎日3時間の日本語授業に加え、自主学習、課外活動に取り組みました。



Global Lunch　語学マイレージポイントが取得できます

　Global Lunchは、徳島大学の日本人学生と外国人留学生がランチを
食べながら交流するイベントです。2018年度前期は毎週水曜日12時か
ら、地域創生・国際交流会館1階多言語交流コモンラウンジにて開催し
ています。毎回10名～ 20名程度の学生が集まり、ランチを食べながら
交流を楽しんでいます。
　日本人学生と友達になりたい留学生のみなさん、外国人留学生と友達
になりたい日本人学生のみなさん、どなたも気軽に参加してください。

2018 年度前期日本語研修コース

　4月13日に2018年度前期日本語研修（初級）コースの開講式を行いました。モンゴル、中国、タイの留学生が、毎日3時間の集中コー
スで日本語を学習しています。このコースでは、日本語学習だけでなく、日本文化を学んだり、近隣の学校を訪問したり、日本人学生
との交流を行ったりしています。今期は8月6日に修了式を開催し、日本語で自分の専門に関するスピーチをしてもらう予定です。本
年度後期から、日本語研修（初級）コースを履修する交換留学生には単位が付与されます。単位取得可能な履修方法については、国
際センター教員にお尋ねください。

2018 年度前期全学日本語コース

　徳島大学で学ぶ外国人留学生、研究者やその家族を対象に、週2回日本語の授業を行っています。日本語を勉強したいと思う留学
生はだれでも、自分の専門の学習・研究をしながら、レベルにあったクラスで日本語を学ぶことができます。2018年度前期は常三島
と蔵本キャンパスで合わせて9つのクラス（初級から中級まで）を開講し、60人ほどの留学生が日本語学習に取り組んでいます。日
本人学生サポーターに協力してもらい、日本人とのコミュニケーションの練習も行っています。

全学英語コース

　外国人留学生を対象とした英語授業「全学英語コース」を新たに開講しました。語学マイレージプログラムでポイントを取得したい
留学生や基礎的な英語力を身につけたい留学生に対し、初級・中級レベルに分かれて、週2回授業を行っています。今後は学生のニー
ズに合わせて、アカデミック・ライティングなどの指導も取り入れていきます。

2018年度前期日本語研修コース開講式 日本人学生と日本語学習茶道体験

海外協定校からの訪問海外協定校からの訪問

南イリノイ大学（アメリカ）

　5月11日、アメリカの南イリノイ大学Center for English as a Second Languageからウィリ
アム・ヘルリーゲル氏が来学されました。国際センター、総合科学部の担当者と協議を行い、午後に
は国際センターで留学希望学生の個別留学相談にご対応いただきました。

留学相談対応中のヘルリーゲル氏

クイーンズ大学（カナダ）

　4月11日、カナダのクイーンズ大学から、Queen’s School 
of English のジェシカ・デララッタ氏、カレン・バーケット氏が

来学されました。国際セン
ター、総合科学部の担当者と
協議したほか、前年度にク
イーンズ大学へ留学した徳島
大学生と交流しました。

ジェシカ・デララッタ氏（右から2番目）
カレン・バーケット氏（左から2番目）

モナシュ大学（オーストラリア）

　4月23日、オーストラリアのモナシュ大学から櫻木真由美氏 
が来学されました。同日に開催した全学学生向けの国際センター
主催夏休み短期海外留学説明
会でモナシュ大学について説
明していただいたほか、午後
には国際センターで学生の個
別留学相談にご対応いただき
ました。

説明会の様子

Global Space Josanjima / Kuramoto
　海外留学を目指す日本人学生、そして徳島大学で学ぶ外国人留学生のた
めの情報収集スペースとして、書籍等による情報提供、各種相談の場とし
て開放しています。

常三島キャンパス
地域創生・国際交流会館4階
月～金 9:00-17:00

蔵本キャンパス
蔵本会館2階
月～金 9:00-17:00

◆ 外国人留学生全般に関する相談： 金（kin@tokuishima-u.ac.jp）または国際課留学生支援係（ryugakuk@tokushima-u.ac.jp）
◆ 日本語教育についての相談：橋本（hashimoto@tokushima-u.ac.jp）
◆ 日本人学生の海外留学についての相談：福岡（y.fukuoka@tokushima-u.ac.jp）

　４月２３日から２５日にかけて、蔵本キャンパス及び常三島キャ
ンパスにて、2018年度夏休み短期海外留学プログラム説明会
を行いました。昨年度の夏休み
研修参加者の体験発表もあり、3
日間で計６１名が参加しました。
201８年度の夏休みには、18名
が留学を予定しています。

２０１８年度国際センター夏休み短期海外留学プログラム

短期海外留学プログラムの詳
細・参加手続き・海外留学奨学
金申請に関する質問等は

短期海外留学プログラム

徳島大学国際課留学生支援係まで

ryugakuk@tokushima-u.ac.jp

検索徳島大学国際センター
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モナシュ大学（オーストラリア）

南イリノイ大学（アメリカ）

復旦大学（中国）

慶北大学（韓国）

クイーンズ大学（カナダ）

トレント大学（カナダ）

トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラムトビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム
　「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」は、2014年からスタートした官民協働で取り組む海外留学支援制度です。｠

2020年までの7年間で約1万人の高校生、大学生を「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」の派遣留学生として送り出す計画です。 

徳島大学からは第1期から第9期までに30名の学生が採択されています。

　2018年7月からは、第10期生の募集が始まります。

日本文化・企業見学旅行

　6月16日に日本文化企業見学旅行を実施しました。本旅行は、留学生が日本の文化や歴史、技術への見聞を広め、留学生同士及び教職
員との交流を深めることを目的としています。
　姫路城では、天守閣へ向かう狭い階段にチャレンジし、汗をかきながら登り切ったときには一様に笑顔になりました。日本の伝統建築を
間近で観ると同時に、実際に歩いてみることで、その広さ、壮大さを体感した様子でした。
　ヤクルト本社兵庫三木工場では、係員の方の説明を聞きながら、製造ラインを見学しました。衛生環境が徹底され、先進的な機械を導
入している製造ラインに驚くとともに多くを学んだ様子でした。
　今回の旅行には留学生40人が参加しました。日本を理解するだけではなく、様々な国の留学生同士がお互いを理解し交流する機会と
なりました。

第 3 回「留学 ×キャリア」イベント

ワークショップの様子

　本イベントは、大学生活の早期から海外留学とキャリア形成への意識を高めることを目的に、
2017年度から開催しています。今年度第一回目のイベントは6月14日に開催し、ベネッセコーポレー
ション・小倉氏よりキャリア教育に関するご講演をいただいたほか、本学のトビタテ留学経験者であ
る先端技術教育部2年吉村隆汰さんに留学経験をキャリアアップに繋げた体験談をお話しいただきま
した。イベントには教養教育院「国際交流の扉を拓く」受講生をはじめ58名が参加しました。


